
2013年
６月15日号

No.119

6月23日日～29日土

市民交流課（☎㉑5513）
　国の男女共同参画推進本部は、毎年６月23日～29
日を「男女共同参画週間」と定め、家庭・地域・学校・

職場などで、男女が性別にとらわれることなく、お互

いを尊重し合いながら、それぞれの個性と能力を発揮

することができる男女共同参画社会を目指しています。

　市では、男女共同参画社会の実現に向け、公募によ

り集まった市民の皆さんと協働して、さまざまな啓発

事業に取り組んでいます。

と　き　７月６日㈯・13日㈯・20日㈯
　　　　午前10時～午後３時
ところ　生涯学習センターいせトピア
対　象　市内に在住または通勤しており、家庭や職場でパソ

コンを使う機会があり、全日程に参加できる女性

内　容　パソコンの基本操作（文字入力・文書作成・表計算
など）

定　員　20人程度（先着順）
参加費　500円（教材費）
申し込み　６月17日㈪から市民交流課へ
※有料で託児できます。（要予約）

女性のためのスキルアップ講座
～就労に役立つパソコン講座～

市民交流課内・男女共同参画れいんぼう伊勢（☎㉑5513） と　き　毎月第３火曜日
ところ　サンライフ伊勢
＜電話相談＞
　相談時間　午前10時～正午、午後１時～４時
　電話番号　☎080-6983-0974
＜個別相談（面談）＞
　相談時間　午前10時～正午、午後１時～４時
　　　　　　（ぷちセミナーの時間を除く）

＜ぷちセミナー＞
　開催時間　午前10時30分～11時30分、
　　　　　　午後１時30分～２時30分
※無料で託児できます。（要予約）

女性のための就労支援相談
三重県雇用対策課（☎059-224-2510）

６月 三重県内男女共同参画連携映画祭
７月 女性のためのスキルアップ講座（パソコン講座）
９月 ファミリー講座
10月 伊勢まつりでの啓発
11月 上野千鶴子講演会
　　　縁結び応援事業
通年 れいんぼうカフェ（年５回程度）

平成25年度に行う主な事業

平成25年度男女共同参画週間
キャッチフレーズ 「紅一点じゃ、足りない」
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第２次伊勢市男女共同参画基本計画

ができました!!
（れいんぼうプラン）

市民交流課（☎㉑5513）

　男女共同参画の推進に関する取り組みの方向性を定めた「男女共同参画基本計画」について、平成

24年度を目標とした第１次基本計画を見直し、現代の社会背景などを踏まえ、平成25～29年度の５年

間を計画期間とする第２次基本計画を策定しました。

　男女共同参画社会の実現に向け、市民・事業者・ＮＰＯ・教育者などさまざまな立場の人が理解を深

め、取り組むことが必要です。誰もが生き生きと自分らしく暮らすことができる伊勢市を実現するため、

ご理解・ご協力をお願いします。

計画の目標と体系

性差にとらわれず、個々の多様性を認め、尊重しあう

男女共同参画に関する
意識の普及と教育の推進

働く場における
男女共同参画の推進

意思決定の場における
男女共同参画の推進

男女共同参画を阻害する
あらゆる暴力の根絶人権の尊重と

心身の健康支援

家庭･地域における
男女共同参画の推進

　家庭･地域･職場などで根強く残って

いる性別役割分担意識を解消し、性別に

かかわらず自ら選択できる社会を目指し

ます。また、学校教育や生涯学習におい

て、男女共同参画を学習する機会を充実

します。

　男女雇用機会均等法、労働基準法などの適

切な運用や育児休業・介護休業制度の定着を

図り、男女が共に働きやすい職場づくりを進

めます。

　制度の新たな構築や見直しの際は、男女そ

れぞれの視点を反映することが必要です。現

状では女性の参画が少ないため、女性の参画

を促します。

　ドメスティックバイオレンス（配偶者や恋人など

からの暴力）やストーカー行為などは、固定的な性

別役割分担意識が原因の場合が多く、被害者の大半

は女性です。これらは重大な人権侵害であり、あら

ゆる暴力を許さない社会を目指します。

　性別や年齢、生まれた家庭環境や社会

的立場などにかかわらず、一人の人間と

して尊重され、心身ともに健康に暮らす

ことができる社会を目指します。

　家事・子育て・介護などの家庭での活動や、地域

のまちづくりや防災活動などは、男女がそれぞれ協

力しながら参画することが必要です。家庭・地域生

活と仕事の両立支援や、ワーク･ライフ･バランス（仕

事と生活の調和）の推進などを行います。

①

③ ④

⑥⑤

②
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Ｑ
．
年
金
天
引
き
を
口
座
振
替

に
変
更
で
き
る
の
？

Ａ
．
介
護
保
険
料
は
、
年
金
天

引
き
と
口
座
振
替
の
選
択
は
で

き
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
年
金
天
引
き
の
金
額
が
８

月
か
ら
高
く（
安
く
）な
っ
た
の

は
な
ぜ
？

Ａ
．
伊
勢
市
で
は
、
年
間
の
介

護
保
険
料
額
を
６
月
に
決
定
し

て
い
ま
す
。そ
れ
ま
で
の
４
月
・

６
月
は
、
前
年
度
の
２
月
と
同

額
の
保
険
料
額
を
仮
徴
収
し
、

８
月
以
降
の
徴
収
額
で
、
年
度

内
に
徴
収
す
る
金
額
の
合
計
が

年
間
の
保
険
料
額
に
な
る
よ
う

に
調
整
を
し
ま
す
。こ
の
た
め
、

８
月
以
降
は
年
金
天
引
き
額
が

変
わ
り
ま
す
。

Ｑ
．
介
護
保
険
料
の
年
額
が
同

額
の
人
と
比
べ
、
自
分
の
方
が

天
引
き
額
が
高
い
の
は
な
ぜ
？

Ａ
．
年
間
の
保
険
料
額
が
他
の

人
と
同
額
で
あ
っ
て
も
、４
月
・

６
月
に
仮
徴
収
さ
れ
た
金
額
が

そ
の
人
よ
り
も
安
か
っ
た
場
合

は
、
８
月
以
降
の
年
金
天
引
き

額
が
他
の
人
よ
り
も
高
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使
わ
な

い
の
で
、
介
護
保
険
に
加
入
し

な
く
て
も
い
い
の
？

Ａ
．
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護

の
負
担
を
社
会
全
体
で
連
帯
し

て
支
え
合
う
社
会
保
障
制
度
で

す
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
原
則
と
し
て
40

歳
以
上
の
全
て
の
人
が
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
介
護
保
険
料
を
払
わ
な
い

と
ど
う
な
る
の
？

Ａ
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
、
い
っ
た
ん
全
額
を
負
担

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
負
担
割

合
が
増
え
た
り
し
ま
す
。
納
め

忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
い
つ
か
ら
特
別
徴
収（
年

金
天
引
き
）が
始
ま
る
の
？

Ａ
．
65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の

人
や
、
65
歳
以
上
で
市
外
か
ら

転
入
し
た
人
は
、
特
別
徴
収
は

す
ぐ
に
は
始
ま
ら
ず
、
６
カ
月

〜
１
年
ぐ
ら
い
は
、
普
通
徴
収

で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。
特

別
徴
収
が
始
ま
る
と
き
は
、
２

カ
月
前
に
通
知
を
し
ま
す
。

参
照
）

　

伊
勢
市
で
介
護
お
よ
び
介
護

予
防
に
必
要
な
費
用
は
、
年
間

約
１
０
０
億
円
で
す
。（
左
表

参
照
）

保
険
料
額
は
所
得
の
状
況
な
ど

に
応
じ
て
10
段
階
・
12
区
分
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

納
付
方
法
は
、
原
則
、
偶
数

月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
の

天
引
き（
特
別
徴
収
）で
す
が
、

年
金
の
受
取
額
が
年
額
18
万
円

未
満
の
場
合
な
ど
は
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

（
普
通
徴
収
）に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
40
〜
64
歳
の
人
の
保

険
料
額
は
、
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
お

り
、
各
医
療
保
険
料
と
一
緒
に

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
保

険
料
・
公
費
・
利
用
者
負
担
金

を
財
源
に
し
て
運
営
さ
れ
て
お

り
、
介
護
保
険
料
は
、
介
護
に

要
す
る
費
用
の
重
要
な
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
下
グ
ラ
フ

　

今
月
か
ら
毎
月
15
日
号
で
、

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
６
回

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
介
護
保
険
料
を
中

心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
と
は
、
介
護

保
険
法
に
基
づ
き
、
市
町
村
・

広
域
連
合
な
ど
が
運
営
す
る
社

会
保
障
制
度
で
す
。

　

40
歳
以
上
の
人
が
加
入
し
て

保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必
要

と
な
っ
た
と
き
に
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
は
、
介
護
保

険
料
を
市
に
直
接
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
65
歳
以
上
の
人
の

平
成
25
年
度
の
保
険
料
基
準
額

は
年
額
６
万
８
３
２
８
円
で
、

介
護
保
険
料
Ｑ
＆
Ａ

介
護
保
険
料
の
使
い
道

介
護
保
険
料
と
納
付
方
法

介
護
保
険
制
度
と
は
？

平成23年度介護保険特別会計決算額 介護保険の財源
内　　　　　容 決算額

保険給付費
ホームヘルプサービス、デイサ
ービス、ショートステイ、施設
介護サービス、介護予防サービ
ス、地域密着型サービス、高額
介護サービスなど

100億4,530万円

地域支援事業
（介護予防事業、包括的支援事業）

1億4,777万円

介
護
保
険
課
（
☎
㉑
５
５
６
４
）

介
護

介護保険料・公費（９割）

国・県・市の
負担金（公費）

50%

国・県・市の
負担金（公費）

50%65歳以上の
人の保険料
21%

65歳以上の
人の保険料
21%

40～64歳の
人の保険料
29%

40～64歳の
人の保険料
29%

サービス利用者の負担（１割）
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使
用
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。
こ
の
個
人
信
用
情
報

機
関
に
は
、
個
人
の
返
済
能
力

に
関
す
る
情
報（
住
所
・
氏
名
・

勤
務
先
・
契
約
内
容
・
延
滞
状

況
な
ど
）が
収
集
さ
れ
て
お
り
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
や
金

融
機
関
が
審
査
を
す
る
際
の
判

断
材
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
来

る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
た
め
に
も
、
警
察
へ

の
届
け
出
と
併
せ
て
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

本
人
確
認
の
書
類
と
し
て
、

健
康
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な

ど
の
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
個

人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た

め
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
た
い
も
の
で
す
。

　

万
一
、
健
康
保
険
証
や
運
転

免
許
証
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
警
察
に
申
し
出
て
、
遺

失
届
や
盗
難
届
を
提
出
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
消
費

者
金
融
な
ど
で
の
借
り
入
れ
に

悪
用
さ
れ
る
と
い
っ
た
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
、「
本
人
申
告
制

度
」
を
利
用
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

本
人
申
告
制
度
は
、
個
人
信

用
情
報
機
関
に
紛
失
の
登
録
を

す
る
こ
と
で
、
第
三
者
の
不
正

・
発
見
し
た
日
時
・
場
所

・
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
物
と

お
お
よ
そ
の
量

・
不
法
投
棄
を
し
た
人
を
見
掛

け
た
場
合
は
、
そ
の
情
報（
車

の
ナ
ン
バ
ー
や
車
種
な
ど
）

※
不
法
投
棄
物
は
そ
の
ま
ま
に

し
、
警
察
な
ど
へ
持
っ
て
行
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

土
地
の
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

　

私
有
地
に
不
法
投
棄
を
さ
れ

た
場
合
、
土
地
の
所
有
者
・
管

理
者
が
撤
去
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
、
定

期
的
な
巡
回
、
下
草
刈
り
な
ど

の
清
掃
、
防
護
柵
や
網
の
設
置

な
ど
、
適
正
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
し
た
場
合
、
５

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０

０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

市
の
不
法
投
棄
対
策

・
看
板
の
設
置

・
警
察
と
協
力
し
て
不
法
投
棄

者
の
特
定

・
公
有
地
の
不
法
投
棄
物
の
撤

去・
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視

不
法
投
棄
を
見
掛
け
た
ら

通
報
を
！

　

不
法
投
棄
の
現
場
を
見
つ
け

た
ら
、
次
の
情
報
を
警
察
ま
た

は
清
掃
課
へ
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

不
法
投
棄
の
禁
止

　

市
内
の
山
林
・
農
地
・
遊
休

地
・
道
路
・
水
路
な
ど
に
、
ご

み
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

め
ざ
せ
！

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

不
法
投
棄
対
策
に
か
か
る

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕

１
３
０
万
４
千
円

伊勢市消費生活センター
予算額〔平成25年度〕
699万９千円（うち県補助
金434万３千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
５
７
１
７
）

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

本
人
申
告
制
度
っ
て
何
？

・
株
式
会
社
Ｃ
Ⅰ
Ｃ（
ク
レ
ジ

ッ
ト
・
信
販
系
）

・
株
式
会
社
日
本
信
用
情
報
機

構（
消
費
者
金
融
系
）

・
㈳
全
国
銀
行
協
会
個
人
信
用

情
報
セ
ン
タ
ー（
銀
行
系
）

代
表
的
な
個
人
信
用
情
報
機
関
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ば
、
器
用
に
口
で
キ
ャ
ッ
チ
し

て
く
れ
ま
す
。
飼
育
員
が
教
え

た
わ
け
で
も
な
く
、
楽
し
く
て

勝
手
に
始
め
た
こ
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
。
こ
ん
な
遊
び
好
き
な

性
格
も
、
イ
ル
カ
が
人
気
で
あ

る
理
由
の
一
つ
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

イ
ル
カ
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
は
イ
ル
カ
の
気
が
向
け
ば
い

つ
で
も
で
き
ま
す
が
、「
イ
ル

カ
と
泳
ご
う
」
は
、
事
前
に
応

募
し
て
い
た
だ
き
抽
選
に
当
た

っ
た
人
の
み
が
参
加
で
き
ま
す
。

　

「
イ
ル
カ
と
泳
ご
う
」
の
応

募
方
法
や
内
容
な
ど
詳
し
く

は
、
二
見
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

futam
i-seaparadise.com

/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

伝
い
し
ま
す
の
で
大
丈
夫
で

す
。
水
が
怖
く
な
け
れ
ば
、
誰

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

一
緒
に
泳
い
で
く
れ
る
の
は

バ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
で
、
日
本
の

水
族
館
で
は
一
般
的
な
種
類
の

イ
ル
カ
で
す
。
二
見
シ
ー
パ
ラ

ダ
イ
ス
で
も
、
１
・
２
番
の
人

気
を
誇
る
バ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
。

そ
の
つ
る
ん
と
し
た
肌
や
、
流

線
形
の
不
思
議
な
体
つ
き
に
魅

了
さ
れ
る
人
は
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

二
見
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
イ

ル
カ
た
ち
は
遊
ぶ
こ
と
が
大
好

き
で
、
お
客
さ
ま
と
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。受
け
口
で
ボ
ー
ル
を
挟
み
、

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
い
る
お
客
さ

ま
に
ボ
ー
ル
を
投
げ
ま
す
。
意

外
と
強
い
力
で
投
げ
て
く
る
の

で
驚
く
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

こ
ち
ら
が
ボ
ー
ル
を
投
げ
れ

　

二
見
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
で

は
、
毎
年
７
・
８
月
の
夏
休
み

期
間
中
に
、「
イ
ル
カ
と
泳
ご

う
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
文
字
通
り
、
イ
ル

カ
の
背
び
れ
に
つ
か
ま
っ
て
イ

ル
カ
と
一
緒
に
泳
げ
る
と
い

う
、
イ
ル
カ
好
き
・
生
き
物
好

き
な
人
に
と
っ
て
は
、
夢
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
小
さ
な

お
子
さ
ま
も
ス
タ
ッ
フ
が
お
手

書
き
込
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
へ
の
悪

質
な
書
き
込
み
は
、
時
間
や
場

所
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
な
く

行
わ
れ
、
一
瞬
に
し
て
不
特
定

多
数
の
人
が
見
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
深
刻
な
問
題
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
個
人
の
尊
厳
や
存
在
を
否
定

す
る
行
為
は
、
悪
質
極
ま
り
な

い
も
の
で
す
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
人
権
侵
害
を
受
け
た
人
が
、

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
情
報

を
収
集
・
発
信
す
る
道
具
と
し

て
便
利
な
反
面
、
人
権
侵
害
を

引
き
起
こ
す
道
具
に
も
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん

と
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
日
常
の
言
動
は

も
と
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
も
、
常
に
人
権
を
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

匿
名
性
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
は
、
正
し
い
利
用
方
法

と
一
人
一
人
の
正
し
い
人
権
意

識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
急
速
に

普
及
し
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因

の
一
つ
に
、
携
帯
電
話
・
ス
マ

ー
ト
ホ
ン
利
用
者
の
増
加
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
今
や
、
個
人
・

企
業
や
年
齢
を
問
わ
ず
、
広
く

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
企
業

に
と
っ
て
仕
事
上
不
可
欠
な
物

で
あ
り
、
ま
た
、
個
人
に
と
っ

て
も
情
報
収
集
の
た
め
の
必
需

品
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
有
害
情
報
や

悪
徳
商
法
も
多
く
、
個
人
に
対

す
る
誹
謗
・
中
傷
や
差
別
的
な

一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑5546）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権

伊勢まるごと

博物館

文化振興課内・伊勢まるごと博物館
ネットワーク会議事務局（☎㉒7885）

だより１5

　

今
回
は
、「
二
見
シ
ー
パ
ラ

ダ
イ
ス
」
の
金
澤
沙
織
さ
ん
か

ら
の
情
報
で
す
。

イ
ル
カ
と
泳
ご
う

所 在 地　二見町江580
電話番号　421760
開館時間　9：00～17：00
　　　　　（時期により変更有り）

休 館 日　12月18日㈬・19日㈭
入 館 料　大人 1,400円
　　　　　小・中学生 600円
　　　　　幼児（３歳以上） 300円

二見シーパラダイス
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講演会の様子

お
り
で
す
。

　

「
安
全
安
心
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

伊
勢　

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体

連
絡
会
講
演
会
」
が
４
月
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
四
日
市
市
の

「
三
滝
台
自
治
会
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
」
の
代
表
者
に
よ
る
自

主
的
な
防
犯
活
動
に
つ
い
て
の

話
や
、
中
元
実
さ
ん（
愛
称:

み

の
吉
）
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺

被
害
防
止
啓
発
の
歌
を
交
え
た

話
を
聞
き
、
約
１
５
０
人
の
来

場
者
は
、
防
犯
意
識
を
高
め
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
身
近
な
犯
罪
や
子

ど
も
へ
の
わ
い
せ
つ
行
為
が
後

を
絶
た
ず
、
発
生
状
況
も
広
範

囲
に
わ
た
り
、
各
地
域
の
自
主

防
犯
団
体
な
ど
の
つ
な
が
り
が

大
切
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
受

け
た
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
の
主
な
活
動
事

業
計
画
に
つ
い
て
は
左
表
の
と

　

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡

会
で
は
、平
成
23
年
９
月
か
ら
、

自
主
防
犯
団
体
の
互
い
の
つ
な

が
り
と
活
動
内
容
を
高
め
る
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。

ま
す
。
ま
た
、
施
設
利
用
の
大

半
が
貸
館
利
用
と
な
っ
て
お

り
、
稼
働
率
は
約
16
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
全
体
コ
ス
ト

を
利
用
件
数
で
割
る
と
、
１
件

当
た
り
の
コ
ス
ト
は
１
万
２
２

６
７
円
に
な
り
ま
す
。（
左
図

参
照
）

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
施
設
の
さ

ら
な
る
利
活
用
が
必
要
な
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
の
ま

ま
費
用
を
投
じ
て
維
持
・
建
て

替
え
を
し
て
い
く
の
か
、
あ
る

い
は
、
他
の
施
設
と
複
合
化
す

る
な
ど
し
て
維
持
費
を
抑
え
な

が
ら
節
約
で
き
た
お
金
を
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
へ
振
り
向
け
る

の
か
、
施
設
全
体
の
老
朽
化
が

進
む
中
、
選
択
の
時
期
に
差
し

掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
か
ら
、
施
設
の
現
状

を
用
途
別
に
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。
今
回
は
、
身
近
な
集

会
施
設
に
つ
い
て
で
す
。

　

市
が
保
有
す
る
集
会
施
設

は
、
地
域
の
公
民
館
、
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
地
区

集
会
所
、
市
民
館
な
ど
60
施
設

あ
り
ま
す
。
ど
の
施
設
も
、
市

や
自
治
会
が
管
理
し
、
地
域
活

動
や
学
習
・
講
座
の
場
、
貸
し

ス
ペ
ー
ス
な
ど
と
し
て
、
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
、
旧
中
央

公
民
館（
二
見
・
小
俣
・
御
薗

公
民
館
な
ど
）
の
現
状
を
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
で
見

て
み
る
と
、
全
体
コ
ス
ト（
費

用
）
の
半
分
以
上
が
施
設
維
持

に
関
連
す
る
費
用
と
な
っ
て
い

シ
リ
ー
ズ

情
報
調
査
室
（
☎
㉑
５
５
４
８
）

公
共
施
設
に
つ
い
て

 考
えよう！

費
用
・
利
用
の
視
点
か
ら
見
た
「
集
会
施
設
」
の
現
状

6

シ
リ
ー
ズ
防
犯

安
全
で
安
心
な

ま
ち
を
め
ざ
し
て

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
３
）

自
主
防
犯
団
体
連
絡
会
の

活
動
計
画

安
全
安
心
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
伊
勢

■会員同士のつながりや協力、情報の交換
・２カ月に１度、役員を中心に情報交換の

場を設ける

・局地的に発生する犯罪に対し、他の自主

防犯団体からの協力体制を築く

■市民の皆さんの防犯意識を高めるための
パトロールや啓発活動
・合同パトロール（伊勢まつり会場や、年

末年始特別警戒取り締まりの出発式後）

・街頭での啓発チラシ配布（地域の一人一

人が防犯意識を高めるため）

・全国地域安全運動期間（10月11日～20
日）に、各自主防犯団体の活動拠点など

に啓発のぼり旗を設置

・防犯講演会の開催

主な活動事業計画
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市
で
は
こ
れ
ま
で
、
携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
へ
防
災
メ

ー
ル（
防
災
行
政
無
線
の
放
送

内
容
や
火
災
情
報
）
を
送
信
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
最
近
、
子
ど
も
や
お
年

寄
り
を
狙
っ
た
犯
罪
が
多
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
防
犯
情
報

（
不
審
者
情
報
・
振
り
込
め
詐

欺
情
報
・
犯
罪
発
生
情
報
）
も

　

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡

会
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

各
地
域
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
防
犯
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。活
動
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

徒
歩
・
自
転
車
・
自
動
車
な
ど
、

地
域
に
応
じ
た
形
で
パ
ト
ロ
ー

ル
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
始
め
た
頃
は
、
で
き

る
人
が
で
き
る
時
に
、
し
た
い

場
所
で
、
子
ど
も
の
見
守
り
な

ど
か
ら
始
め
ま
し
た
。
今
で
は

人
数
も
あ
る
程
度
集
ま
り
、
活

動
の
範
囲
が
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
一
方
で
、
地
域
の
絆
が

薄
く
、
犯
罪
を
し
や
す
い
環
境

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
、

皆
さ
ん
も
一
緒
に
地
域
の
防
犯

活
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

旧中央公民館（６施設）全体の１年間のコストと稼働状況

※個々の施設情報については、公共施設マネジメント白書に掲載しています。白書は、市のホームページや主
要な公共施設で閲覧できます。

事業運営にかかるコスト
42％

施設維持にかかるコスト

減価償却費相当額

46％

12％

142万円
使用料収入

12,267円

１件当たりの
コスト

7％ 373件
公民館などが主催する事業
での利用

コスト情報 ストック情報

全体コスト　6,370万円 稼動率 16％ 利用内容

93％ 4,820件
貸館利用

5,193件
利用件数

自
主
的
な
防
犯
活
動
を

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

伊
勢
市
防
犯
情
報
メ
ー
ル
を

始
め
ま
し
た

防災・防犯情報メール 登録方法

市内の主な窃盗犯の件数（平成25年１～４月暫定値）
区　　　　分 件　数

屋内窃盗犯
空き巣狙い 14件（ ＋7件）
忍 び 込 み 4件（ －6件）

屋外窃盗犯

自 動 車 盗 5件（ ＋1件）
オートバイ盗 10件（ －9件）
自 転 車 盗 60件（－25件）
ひったくり 0件（ －4件）
車 上 狙 い 20件（ ＋8件）
部 品 狙 い 8件（ ＋7件）

※（　）内は前年同月比です。

①バーコードリーダー機能
付きの携帯電話・スマー
トホンの場合は、右の登
録用二次元コードを読み取って空
メールを送信する

②バーコードリーダー機能がない場
合は、bousai-touroku@bousai.city.
ise.mie.jpへ空メールを送信する

③折り返し送信されるメールに記載
されたアドレスから、メール配信
サービスの登録をしてください

※すでに防災メールの登録をしている人が防
犯情報メールを追加したい場合は、過去に
配信された防災メールに記載されている
「利用者情報の変更・解除はコチラ」のす
ぐ下のアドレスから変更をしてください。

メ
ー
ル
配
信
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

登
録
は
無
料
で
す
の
で
、
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
通
信
費（
受
信
料
）な
ど
の
利

用
者
負
担
が
必
要
で
す
。
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３km３km
磯つつじ
公園
磯つつじ
公園

外城田川外城田川

豊浜西小学校豊浜西小学校

森区公民館森区公民館

豊浜中学校豊浜中学校

豊浜西保育所豊浜西保育所

西豊浜町上区
町民会館
西豊浜町上区
町民会館

野依
ふれあい
公園

野依
ふれあい
公園

JAJA

１km１km

２km２km

スタート / ゴールスタート / ゴール

田んぼの中の道

健康課（☎㉗2435）

体重60㎏の人がこのコースをウォーキングした場合
エネルギー消費量270㎉

（おにぎり１個〔100g・具なし〕168㎉で換算）

おにぎり約1.6個分が消費されたことになります

他のコースは、市のホームページ「くらしのガイド」－「健康」に掲載しています。

ウォーキングルート情報
■距離：約4.1㎞　■時間：約50分　■歩数：約5,000歩
■心拍数：約100拍/分（最大心拍数の約50～55％）
■起　伏：平坦
■エネルギー消費量：体重１㎏当たり約4.5kcal
■自覚的運動強度：楽である
■特徴：田んぼの中の道、のどかな風景、車が少ない

～豊浜西コース～

市内のウォーキングコースを紹介⑬

　市では、皆さんが効果を実感し、楽しみながらウォーキングによる健康づくりに取り組んでいただけるよ

う、皇學館大学との共同で、市内のウォーキングコースと運動効果の検証を進めています。

　そこで、皆さんがよく知る身近なウォーキングコースをご紹介ください。

募集内容　市内のウォーキングコース（４～６km程度）
※スタート・ゴールは同じ場所で、公共施設としてください。

応募方法　住所・氏名・電話番号・コースを記入し、健康課へ
※コースの記載方法は自由です。公共施設など目印となるものを入れてください。

※ご紹介いただいたコースをもとに、安全面や分かりやすさなどを検証し、コースを決定します。

ウォーキングコースを募集
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内
容　

就
業
の
ポ
イ
ン
ト
と
報

告
・
連
絡
・
相
談
の
技
術
に
つ

い
て
の
講
習

講
師　

長
沼
理
恵
さ
ん（
介
護

支
援
専
門
員
）

定
員　

30
人（
先
着
順
）

申
込
期
間　

６
月
17
日
㈪
〜
28

日
㈮

あ
る
人（
学
生
も
可
）

※
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

※
交
通
費
・
食
事
代
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

出
願
期
間　

８
月
31
日
㈯
ま
で

※
詳
し
い
資
料
が
必
要
な
人

は
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
す
る

か
、
放
送
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.ouj.ac.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
外
宮
…
８
月
18
日
〜
９
月
１

日
の
金
〜
月
曜
日（
計
９
日
）

活
動
内
容　

接
遇（
参
加
者
へ

の
給
水
・
も
て
な
し
）、木
遣
り
、

奉
曳
サ
ポ
ー
ト（
奉
曳
補
助
・

警
備
）な
ど

第
２
次
申
込
締
切
日　

６
月
28

日
㈮

※
詳
し
く
は
、
お
白
石
持
行
事

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

isesengu.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ

い
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

と
き　

６
月
18
日
㈫
、
午
後
７

時
〜

と
こ
ろ　

伊
勢
商
工
会
議
所

　

お
白
石
持
行
事
で
は
、
全
国

か
ら
７
万
人
を
超
え
る
特
別
神

領
民
を
お
迎
え
し
ま
す
。

　

特
別
神
領
民
の
皆
さ
ま
に
無

事
に
奉
献
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
お
も
て
な
し
や
奉
曳
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間

・
内
宮
…
７
月
27
日
〜
８
月
12

日
の
金
〜
月
曜
日（
計
11
日
）

募 

集
参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

御
遷
宮
対
策
事
務
局

（
☎
㉕
５
２
１
５
）

特
別
神
領
民
受
入

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９
・
２
３
３
・
１
１
７
０
）

放
送
大
学
学
生

（
10
月
入
学
）を
募
集

　

県
内
の
福
祉
施
設
で
職
場
の

雰
囲
気
を
感
じ
て
も
ら
い
、
利

用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
仕
事
内

容
な
ど
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

体
験
期
間　

２
〜
10
日
間

体
験
時
間　

１
日
に
つ
き
６
〜

８
時
間

対
象　

福
祉
の
仕
事
に
関
心
の

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
５
９
・
２
２
７
・
５
１
６
０
）

福
祉
の
職
場
体
験

参
加
者
を
募
集

試
験
・
講
座

と
き　

７
月
23
日
㈫
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
２
階
学
習
室
３

対
象　

60
歳
以
上
の
求
職
者

公
益
社
団
法
人
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
㉓
６
９
１
５
）

福
祉
・
家
事
サ
ポ
ー
ト

講
習
会

高
齢
者
の
雇
用
・
就
業
の
た
め

の
講
習

広
告
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下水道浄化センター　夏休み親子見学会

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
㉑
０
６
８
３
）

へ

受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

・
平
成
25
年
４
月
１
日
時
点

で
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し

て
い
な
い
人

・
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
人

・
こ
れ
ら
に
準
ず
る
と
人
事
院

が
認
め
る
人

試
験
日　

第
１
次
試
験
…
９
月

８
日
㈰
、
第
２
次
試
験
…
10
月

17
日
㈭
〜
25
日
㈮
の
う
ち
指
定

す
る
日

申
込
期
間　

６
月
24
日
㈪
〜
28

日
㈮（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場

合
は
７
月
３
日
㈬
ま
で
）

名
古
屋
国
税
局
人
事
第
二
課

（
☎
０
５
２
・
９
５
１
・
３
５
１
１
）

名
古
屋
国
税
局

税
務
職
員
採
用
試
験

（
高
校
卒
業
程
度
）

と
き　

７
月
30
日
㈫（
２
時
間

程
度
）

と
こ
ろ　

宮
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と

保
護
者

申
し
込
み　

申
込
書（
各
小
学

校
に
あ
り
ま
す
）
を
各
小
学
校

へ

催
し
物

上
下
水
道
総
務
課（
☎
42
１
５
０
４
）

夏
休
み
親
子
見
学
会

下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

認
知
症
の
中
に
は
、
脳
全
体

を
刺
激
し
、
生
き
生
き
と
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
予
防
で
き
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　

懐
か
し
い
歌
を
歌
っ
た
り
、

楽
器
を
使
っ
て
み
ん
な
で
音
楽

を
楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら
脳
を

刺
激
し
、
認
知
症
予
防
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

と
き　

７
月
１
日
㈪
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

65
歳
以
上
で
受
講
経
験
の
な
い

人内
容　

認
知
症
に
つ
い
て
の
講

話
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の
音

楽
療
法

講
師　

伊
沢
径
世
さ
ん
・
尾
崎

尚
美
さ
ん（
音
楽
療
法
士
）

定
員　

60
人
程
度（
先
着
順
）

健
康
課（
☎
㉗
２
４
３
５
）

脳
い
き
い
き（
認
知
症
予
防
）

〜
夏
の
歌
を
楽
し
も
う
〜

介
護
予
防
講
演
会

と
き　

６
月
24
日
㈪
〜
30
日

㈰
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時（
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
）

相
談
先　

子
ど
も
の
人
権
１
１

０
番（
☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・

１
１
０
）

　

精
神
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が

集
え
る
場
と
し
て
、「
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
こ
だ
ま
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

と
き　

６
月
〜
平
成
26
年
３
月

の
第
２
・
４
日
曜
日（
７
月
28

日
・
11
月
24
日
を
除
く
）、
午

後
１
時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
精
神
障
が

い
者

活
動
内
容　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
調
理
実
習
な
ど

※
費
用
は
無
料
で
す
が
、
活
動

内
容
に
よ
っ
て
実
費
負
担
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
中
に
法
務
省
の

人
権
擁
護
機
関
が
救
済
手
続
き

を
開
始
し
た
人
権
侵
犯
事
件
数

は
２
万
２
９
３
０
件
で
し
た
。

そ
の
特
徴
を
見
る
と
、
児
童
に

対
す
る
い
じ
め
・
体
罰
や
暴
行

虐
待
に
関
す
る
事
件
が
５
２
３

１
件（
前
年
比
１
９
２
５
件
の

増
加
）
で
、
過
去
最
高
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
め
ぐ

る
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
化
す
る
た
め
、

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１

１
０
番
」
強
化
週
間
に
、
時
間

を
延
長
し
て
電
話
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。 お

知
ら
せ

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
８
・
４
１
９
３
）

全
国
一
斉

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
伊
勢
支
所

（
☎
㉗
２
４
２
５
）

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
こ
だ
ま

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕

約
13
万
１
千
円（
４
回
分
）



11 広報いせ ●平成25年６月15日号

時６月23日㈰、9：30～14：00　所三重建労伊勢支
部会館（一之木４丁目644-3）およびその周辺　内
住まいの相談会、ミニハウス上棟式、親子木工教

室、耐震診断や家具固定に関する展示、小学生が

描いた絵画「わたしの住みたいお家」優秀作品展

示、すのこ実演販売、持ってけ市、プロが教える

お家の簡単お手入れ方法、タイルアート、模擬店、

抽選会

時６月29日㈯、14：30～　所生涯学習センターい
せトピア・多目的ホール　内トマス・ルイス・デ・
ヴィクトリアとヨハン・セバスティアン・バッハ。

時代の違う２人の作曲家のミサ曲をお楽しみくだ

さい。　料500円

時７月６日㈯、14：00～15：30　所皇學館大学・
４号館431教室　内講座「ひとごとですか、ここ
ろの病気とこころの障害」榎本悠孝さん（皇學館

大学現代日本社会学科准教授）

時①８月３日㈯～４日㈰（１泊２日）、②８月６日㈫～
８日㈭（２泊３日）　所皇學館大学　対小学３～６年生
内①川遊び・夕食作り・キャンプファイア・一人寝体
験など、②２日目に体験的なプログラムが加わります

定各25人（先着順）　料①2,000円、②3,000円　申６月18
日㈫～７月11日㈭に、同大学教育学部研究室（☎22-6458）
へ（申し込みは①②のいずれか一方）

時６月23日㈰、13：00～　所観光文化会館・大ホ
ール　内舞台イベント（演劇・日舞・民踊・合唱・
バレエ・モダンダンス・フラダンス）、展示（折り

紙・布花）　料1,000円（就学前の子どもは無料）

時①６月30日㈰・13：00～16：00、②７月１日㈪・11：00
～（日没まで）　所①朝日館（二見町茶屋228）、②うきち
せ（松阪市嬉野上小川町222）　内原発や石油に依存する
社会を見直し、それらに代わる再生可能な自然素材とエ

ネルギーとしての麻（ヘンプ）について考える講演会と麻

市を開催します　定各150人　料①前売り1,000円・当日
1,500円、②1,000円（当日持参）

時７月27日㈯～30日㈫（３泊４日）　所ひもろぎの里キ
ャンプ場（勢田町88）　対小・中学生　内自然観察・絵画・
キャンプファイア・飯ごう炊さん・流しそうめんなど　

定50人（先着順）　料12,000円　申７月15日㈷までに同
会へ

建労まつり

カンマーコール伊勢演奏会

皇學館大学月例文化講座

皇學館大学夏休み子どもキャンプ

伊勢市文化協会フェスティバル2013
「笑うっていいな　伊勢っていいな」

三重県にヘンプカーがやってくる！

ひもろぎの里ユースキャンプ

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベン
ト情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内や会員募集などに利用で
きるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。

イベント掲示板

みんなの広場

三重県建設労働組合伊勢支部（☎23-5535）

カンマーコール伊勢（☎090-4448-4802）

皇學館大学（☎22-8600）

皇學館大学・叶ゼミ（☎22-8613）

伊勢市文化協会事務局（☎22-1640）

ヘンプカープロジェクト2013伊勢･松阪実行委員会・
宮薗さん（☎090-2760-6332）

公益社団法人日本青伸会（☎03-3261-8565）

時とき  所ところ　対対象　内内容
定定員　料料金　申申し込み

８月15日号＝６月28日㈮
９月１日号＝７月12日㈮

イベント掲示板
&みんなの広場

掲載申し込
み締め切り

広
告



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎㉗2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル
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伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔平成25年度予算〕 　　2,500万円（24回分）

発行日／平成25年６月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第119号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

後期高齢者医療制度加入者…三重県後期高齢者医療広域連合（☎059・221・6884）
国民健康保険加入者…医療保険課（☎㉑5552）

はり・きゅう あん摩・マッサージ 柔道整復
（整体・接骨）

施術の受け方

　はり・きゅう、あん摩・マッサージ、柔道整復（整体・接骨）の施術を受ける場合、一定の要件を満たし

ていれば「療養費」として健康保険の対象となり、個々の負担割合に応じた金額を負担することになりま

す。

　なお、健康保険の対象とならない場合は、全額自己負担となりますのでご注意ください。

●健康保険の対象となる場合
　傷病名が次のいずれかで、医師がはり・き

ゅうの施術をすることについて同意している。

傷病名　神経痛・リウマチ・五十肩・頸
けい

腕
わん

症

候群・腰痛症・頸
けい

椎
つい

捻挫後遺症

※初回申請時に医師の同意書が必要です。ま

た、３カ月ごとに医師の同意が必要です。

※医療機関で同一の傷病に対する治療を受け

ている場合は、健康保険の対象とはなりま

せん。

はり・きゅう

●健康保険の対象となる場合
　筋まひ・関節拘縮などの症状が認められ、

治療のために、あん摩・マッサージの施術が

必要だと医師が同意している。

※初回申請時に医師の同意書が必要です。ま

た、３カ月ごとに医師の同意が必要です。

あん摩・マッサージ

●健康保険の対象となる場合
　次のいずれかの負傷で、医師が柔道整復の施術をす

ることについて同意している。

対象となる負傷　急性で外傷性の骨折・脱臼・打撲・
捻挫（いずれも、医師や柔道整復師が診断または判断し

たもの）

※内科的原因による疾患ではない骨・筋肉・関節の痛

みで、その負傷原因がはっきりしている場合のみ対

象となります。

※骨折・脱臼については、あらかじめ医師の同意が必

要です。（応急手当をする場合を除く）

●健康保険などの対象とならない場合
・単なる疲労性・慢性的な要因による肩こりや筋肉疲

労の場合

・脳疾患後遺症などの慢性病や、症状に改善の見られ

ない長期の施術の場合

・病院・診療所などで同一の負傷などを治療中の場合

・労災保険が適用となる仕事中や通勤途上での負傷の

場合

柔道整復（整体・接骨）

・施術所が患者本人に代わって保険者に療養費支給申請書を提出することが多いため、患者本人が申請書

に記入された傷病名・日数・金額などを必ず確認し、委任欄へ署名・押印してください

・医療費の適正な支払いを行うため、施術を受けた人に対して施術内容を照会することがありますので、

ご協力をお願いします

お
願
い


